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ASTRO-H搭載軟X線望遠鏡 (SXT)は 10keV以下のX線の集光・結像を担う望遠鏡であり、X線CCD(SXI)
とカロリーメータ (SXS)のそれぞれを焦点面検出器とする SXT-I、SXT-Sの二台が搭載される。我々はこれま
で、宇宙科学研究所X線ビームラインにおいて、これらの望遠鏡の地上較正試験を行い、この測定結果をもとに、
望遠鏡特性を記述した「応答関数」の構築を行っている。実際に、測定から得られた性能を、応答関数に組み込
むためには、Ray-tracingプログラムを用いる。Ray-tracingはモンテカルロシミュレータであり、計算機内で仮
想的な望遠鏡を構築し、その望遠鏡に光子を降らせることによって、望遠鏡の性能を再現できる。特に結像性能
を再現する際には、Ray-tracing に組み込む反射鏡のパラメータとして、各ミラーによって反射された X線の強
度の角度分布とミラーの設置位置のズレの 2つが必要となる。地上較正試験では、SXTのこれらのパラメータは
望遠鏡へのX線入射位置で異なる事が分かっている (2013年秋季、2014年秋季天文学会 佐藤発表)。つまり、正
確な性能の再現にはこれらの局所的性能を応答関数に組み込む事が必要である。そこで我々は、SXTの入射面を
計 224領域に分け、局所的領域での反射鏡パラメータの見積もりを試みた。また、そのパラメータをRay-tracing
に組み込み、シミュレーションも行った。結果として、実際の測定における結像性能 (HPD)が SXT-I、Sそれぞ
れで 1.26’、1.21’(測定誤差 0.05’程度)であったのに対し、Ray-tracingでは 1.31’、1.17’と測定誤差程度で再現す
る事ができた。また、これまで再現できなかった結像イメージの非対称性までも再現できるようになった。


